
よ
っ
て
く
び
れ
部
を
確
認
し
た
こ
と
か
ら
あ
ら
た
め
て
前
方
後
円
墳
で

あ
っ
た
と
知
ら
れ
る
に
い
た
っ
た
。
規
模
は
後
円
部
直
径
が
一
七
㍍
と
推

測
さ
れ
る
ほ
か
は
不
明
で
あ
る
。
現
存
す
る
出
土
品
は
乏
し
い
が
、
出
土

し
た
埴
輪
な
ど
か
ら
年
代
が
推
測
さ
れ
た
（
吉
富
町
教
委
「
楡
生
山
古
墳
」

『
吉
富
町
文
化
財
調
査
報
告
書
』
第
三
集
、
一
九
九
一
）。
こ
れ
ら
三
基
の

古
墳
は
直
系
の
三
代
の
墳
墓
と
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、
前
方
後
円
墳
を
継

続
し
て
築
造
で
き
る
有
力
な
集
団
が
地
域
内
に
存
在
し
た
こ
と
を
示
す
。

能
満
寺
三
号
墳
の
眼
下
に
は
弥
生
後
期
の
巨
大
な
環
濠
集
落
が
存
在
し
た

こ
と
が
推
測
さ
れ
て
お
り
、
古
墳
出
現
以
前
か
ら
有
力
な
集
団
が
存
在
し

て
い
た
。

ま
た
、
宇
佐
市
赤
塚
古
墳
の
周
辺
で
は
近
接
し
て
免
ケ
平
古
墳
（
五
〇

㍍
）・
角
房
古
墳
（
四
六
㍍
）・
車
坂
古
墳
（
六
〇
㍍
）・
福
勝
寺
古
墳
（
八

〇
㍍
）
な
ど
が
継
続
し
、
鶴
見
古
墳
（
三
〇
㍍
）
が
時
期
的
に
や
や
孤
立

す
る
よ
う
で
あ
る
が
六
世
紀
前
半
ま
で
前
方
後
円
墳
が
造
ら
れ
た
。
川

う

さ

部
・
高
森
古
墳
群
と
呼
ば
れ
て
「
菟
狭
国
造
」
一
族
の
墓
域
と
目
さ
れ
て

い
る
（
図
２
―
１０８
、
古
墳
の
規
模
は
大
分
県
立
宇
佐
風
土
記
の
丘
歴
史
民
俗

資
料
館
『
図
録
う
さ
・
く
に
さ
き
の
歴
史
と
文
化
』
一
九
八
一
、
古
墳
の
編

年
は
真
野
和
夫
「
九
州
―
東
部
（
大
分
）」『
古
墳
時
代
の
研
究
』
一
〇

地

域
の
古
墳
Ⅰ

西
日
本
、
一
九
九
〇
に
よ
る
）。
こ
の
古
墳
群
の
周
辺
部
で

も
弥
生
時
代
前
期
か
ら
後
期
に
い
た
る
長
期
間
に
わ
た
っ
て
環
濠
を
伴
う

地
域
の
中
核
的
な
集
落
が
継
続
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
豊
前

南
部
の
拠
点
と
し
て
ヤ
マ
ト
政
権
に
重
要
視
さ
れ
、
か
つ
そ
れ
に
応
え
る

だ
け
の
能
力
を
備
え
た
集
団
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
長
期
に
わ
た
っ
て

同
一
と
思
わ
れ
る
集
団
が
権
力
を
維
持
し
た
例
は
九
州
で
も
多
く
な
い
と

は
い
え
、
石
塚
山
古
墳
に
後
続
す
る
有
力
な
古
墳
が
全
く
見
ら
れ
な
い
豊

前
北
部
の
あ
り
方
は
山
国
川
流
域
に
比
べ
て
も
異
様
と
い
っ
て
よ
い
。
こ

の
理
由
に
は
、
石
塚
山
古
墳
の
築
造
に
対
し
て
地
域
社
会
か
ら
の
労
働
力

の
動
員
は
当
然
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
在
地
勢
力
に
よ
っ
て
主
体
的

に
造
ら
れ
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
予
想
さ
せ
る
。

前
期
後
半
に
は
玄
界
灘
に
面
し
た
二
丈
町
に
一
貴
山
銚
子
塚
古
墳
が
造

ら
れ
る
。
現
状
で
全
長
一
〇
三
㍍
を
測
る
玄
界
灘
沿
岸
地
域
最
大
級
の
前

方
後
円
墳
で
、
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）
に
未
盗
掘
の
埋
葬
部
の
竪

穴
式
石
室
が
発
掘
さ
れ
た
。
石
室
は
長
さ
三
・
四
㍍
、
幅
一
・
四
㍍
で
狭

長
な
も
の
で
は
な
い
が
、
舶
載
鏡
二
枚
、
�
製
三
角
縁
神
獣
鏡
八
枚
を
は

じ
め
、
刀
剣
類
二
七
口
や
鉄
鏃
・
玉
類
が
出
土
し
て
い
る
。
ヤ
マ
ト
政
権

に
直
結
す
る
古
墳
と
し
て
は
第
二
世
代
の
内
容
を
も
ち
、
か
つ
副
葬
遺
物

の
内
容
は
九
州
内
で
突
出
し
て
い
る
。
北
部
九
州
全
体
で
見
た
場
合
、
石

塚
山
古
墳
か
ら
一
貴
山
銚
子
塚
古
墳
へ
盟
主
権
が
移
動
し
た
と
見
る
こ
と

も
突
飛
な
発
想
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。
ヤ
マ
ト
政
権
は
こ
の
段
階
で

玄
界
灘
沿
岸
地
域
を
あ
ら
た
め
て
掌
握
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

二

九
州
古
墳
文
化
の
地
域
性

朝
鮮
半
島
へ
の

進
出
と
北
部
九
州

ヤ
マ
ト
政
権
が
朝
鮮
半
島
へ
の
介
入
を
開
始
し
た

中
期
初
め
の
畿
内
系
遺
物
の
象
徴
と
も
い
う
べ
き
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お
き

で

碧
玉
製
腕
飾
類
は
、
九
州
で
は
と
て
も
珍
し
い
。
稲
築
町
沖
出
古
墳
（
前

方
後
円
墳
、
約
七
〇
㍍
）
は
筑
後
地
方
以
外
で
は
珍
し
い
舟
形
石
棺
を
竪

穴
式
石
室
に
納
め
た
古
墳
で
、
盗
掘
を
受
け
て
い
た
も
の
の
鍬
形
石
・
車

輪
石
・
石
釧
の
三
種
の
副
葬
が
確
認
さ
れ
た
九
州
唯
一
の
古
墳
で
あ
る

（
稲
築
町
教
委
「
沖
出
古
墳
」『
稲
築
町
文
化
財
調
査
報
告
書
』
第
二
集
、
一

九
八
九
）。
こ
の
三
種
の
碧
玉
製
腕
飾
類
を
出
土
し
た
遺
跡
が
九
州
に
今

ひ
と
つ
あ
る
。
宗
像
市
沖
ノ
島
の
祭
祀
遺
跡
で
あ
る
。
四
世
紀
後
半
か
ら

五
世
紀
は
じ
め
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
の
沖
出
古
墳
に
葬
ら
れ
た
首
長
と

ヤ
マ
ト
政
権
の
結
び
つ
き
は
、
該
期
の
九
州
で
最
も
強
か
っ
た
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
。

図２―１０９ 沖出古墳出土の碧玉製腕飾類
（報告書より）

１・２ 鍬形石 ３ 車輪石 ４・５ 石釧

図２―１１０ 旧宗像群津屋崎町の古墳群
（津屋崎町教委「新原・奴山古墳群」『津屋崎町文化財調査報告書』第６集、１９８９より）
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こ
れ
に
や
や
遅
れ
て
、
北
部
九
州
の
古
墳
の
あ
り
方
に
も
変
化
が
見
ら

れ
た
。
一
つ
は
宗
像
地
域
海
岸
部
で
の
大
規
模
な
古
墳
群
の
出
現
、
そ
し

つ
き
の
お
か

て
筑
後
川
中
流
域
に
現
れ
る
吉
井
町
月
岡
古
墳
の
存
在
で
あ
る
。

宗
像
地
域
で
は
海
岸
に
面
し
た
旧
玄
海
町
・
旧
津
屋
崎
町
域
に
三
群
に

分
か
れ
る
二
七
基
の
前
方
後
円
墳
が
確
認
さ
れ
、
い
ず
れ
も
が
五
〜
六
世

紀
代
の
築
造
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
短
期
間
で
の
密
集
度
は
全
国
的
に
も

屈
指
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
有
力
な
古
墳
の
初
現
は
、
初
期
の
須
恵
器
や
多

量
の
鉄
製
品
を
も
ち
、
箱
式
石
棺
を
埋
葬
部
と
す
る
奴
山
正
園
古
墳
（
旧

奴
山
五
号
墳
、
円
墳
、
三
二
㍍
）
な
ど
の
円
墳
で
あ
る
。
最
大
の
古
墳
は

全
長
九
七
㍍
の
勝
浦
峯
ノ
畑
古
墳
（
津
屋
崎
四
一
号
・
勝
浦
一
四
号
）
で
、

石
室
内
に
天
井
を
支
え
る
よ
う
に
二
本
の
石
柱
が
据
え
ら
れ
た
特
異
な
古

式
横
穴
式
石
室
を
主
体
部
と
す
る
。
舶
載
・
�
製
の
七
枚
の
銅
鏡
の
ほ
か

四
〇
口
以
上
の
刀
剣
な
ど
が
出
土
し
て
五
世
紀
後
半
に
考
え
ら
れ
て
い
る

し
ん
ば
る

ぬ

や
ま

（
福
岡
県
教
委
「
新
原
・
奴
山
古
墳
群
」『
福
岡
県
文
化
財
調
査
報
告
書
』
第

五
四
集
、
一
九
七
七
）。
そ
し
て
古
墳
群
の
掉
尾
を
飾
る
の
は
七
世
紀
前
半

の
宮
地
嶽
古
墳
で
あ
る
。
津
屋
崎
古
墳
群
は
現
在
で
も
宗
像
大
社
を
奉
祭

す
る
地
域
に
あ
り
、
海
岸
部
に
集
中
す
る
前
方
後
円
墳
群
は
沖
ノ
島
祭
祀

と
深
い
関
わ
り
を
持
つ
と
考
え
て
よ
い
。
宗
像
地
域
の
四
世
紀
代
の
主
要

古
墳
は
釣
川
流
域
に
可
耕
地
を
も
つ
内
陸
部
の
旧
宗
像
市
域
に
存
在
し
、

可
耕
地
の
乏
し
い
海
岸
部
で
は
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
。
古
墳
の
分
布
状

況
か
ら
見
た
場
合
、
五
世
紀
代
に
内
陸
部
と
海
岸
部
の
勢
力
の
逆
転
が
起

き
る
の
で
あ
る
。
沖
ノ
島
で
の
祭
祀
が
は
じ
ま
っ
て
間
も
な
く
、
初
期
横

穴
式
石
室
が
見
ら
れ
る
唐
津
市
・
前
原
市
付
近
の
玄
界
灘
西
部
に
あ
っ
た

弥
生
時
代
以
来
の
対
外
的
拠
点
が
、
ヤ
マ
ト
政
権
の
意
思
に
よ
っ
て
玄
界

灘
東
部
へ
移
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

月
岡
古
墳
は
筑
後
川
中
流
域
に
位
置
す
る
全
長
九
五
㍍
の
前
方
後
円
墳

で
あ
る
。
九
州
で
数
少
な
い
長
持
形
石
棺
を
納
め
た
竪
穴
式
石
室
を
主
体

部
と
し
、
金
銅
装
を
含
む
眉
庇
付
冑
八
点
、
短
甲
八
点
の
ほ
か
金
銅
製
品

（
帯
金
具
・
馬
具
な
ど
）
や
銅
鏡
な
ど
の
豊
富
な
副
葬
品
を
出
土
し
た
。

甲
冑
を
多
数
副
葬
し
た
古
墳
と
し
て
は
大
阪
府
黒
姫
山
古
墳
の
二
四
領
が

最
多
で
あ
る
が
、
月
岡
古
墳
の
出
土
数
は
五
指
に
入
り
、
か
つ
四
領
以
上

の
甲
冑
を
出
土
し
た
古
墳
と
し
て
は
畿
内
以
外
で
唯
一
の
例
で
あ
る
。
発

掘
が
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
と
古
く
、
散
逸
し
た
遺
物
が
あ
っ
て
全
体

が
不
明
で
あ
る
が
、
石
棺
や
副
葬
品
に
見
ら
れ
る
そ
の
内
容
は
五
世
紀
中

葉
の
ヤ
マ
ト
政
権
に
直
結
す
る
も
の
と
評
価
さ
れ
て
い
る
（
小
林
行
雄

「
中
期
古
墳
時
代
文
化
と
そ
の
伝
播
」『
古
墳
時
代
の
研
究
』
一
九
六
一
）。

こ
の
頃
は
独
自
の
横
口
式
家
形
石
棺
を
埋
葬
部
と
す
る
広
川
町
石
人
山

古
墳
な
ど
、
後
の
筑
紫
君
磐
井
に
つ
な
が
る
勢
力
が
筑
紫
地
域
で
台
頭
し

つ
つ
あ
り
、
そ
の
牽
制
の
意
味
が
あ
っ
た
と
も
い
わ
れ
る
（
福
尾
正
彦
「
筑

後
月
ノ
岡
古
墳
と
そ
の
周
辺
」『
森
貞
次
郎
先
生
古
希
記
念
古
文
化
論
集
』
下

巻
、
一
九
八
二
）。
筑
後
川
は
有
明
海
を
経
て
外
洋
に
通
じ
る
。
日
田
市

で
降
り
れ
ば
山
国
川
を
経
て
、
水
分
峠
を
下
れ
ば
大
分
川
を
経
て
い
ず
れ

も
瀬
戸
内
海
へ
も
通
じ
る
。
後
の
こ
と
で
あ
る
が
、
唐
・
新
羅
連
合
軍
と

戦
う
た
め
に
朝
倉
宮
に
入
っ
た
斉
明
天
王
は
、
別
府
湾
か
ら
筑
後
川
に
沿
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う
ル
ー
ト
を
通
っ
た
。
関
連
し
て
造
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
古
代
山
城
神

龍
石
の
一
つ
は
山
国
川
下
流
の
大
平
村
に
も
築
か
れ
た
。
対
朝
鮮
半
島
・

対
中
国
と
の
硬
軟
を
交
え
た
交
渉
の
た
め
に
は
北
部
九
州
を
強
固
に
抑
え

る
必
要
が
強
く
意
識
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

稲
童
古
墳
群
と

居
屋
敷
窯
跡

宇
野
慎
敏
に
よ
れ
ば
、
五
世
紀
代
の
京
築
地
域
で
は

小
円
墳
か
ら
の
甲
冑
の
出
土
が
目
立
つ
と
い
う
。
犀

ば

ば

だ
い

川
町
長
迫
古
墳
・
苅
田
町
猪
熊
一
号
墳
そ
し
て
行
橋
市
馬
場
代
二
号
墳
・

同
稲
童
八
・
二
一
号
墳
な
ど
で
あ
る
（「
古
墳
文
化
の
変
貌
」『
行
橋
市

史
』
上
巻
、
二
〇
〇
四
）。
先
述
し
た
よ
う
に
甲
冑
も
ま
た
ヤ
マ
ト
政
権
か

ら
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
古
墳
の
被
葬
者
も
朝
鮮
半
島
と

の
緊
張
関
係
の
中
で
一
定
の
関
わ
り
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
未
調

査
の
古
墳
が
多
く
存
在
す
る
た
め
に
確
定
し
た
も
の
で
は
な
い
け
れ
ど

も
、
稲
童
付
近
の
海
岸
部
に
三
基
が
集
中
す
る
点
は
注
目
し
て
よ
い
。
四

世
紀
代
と
考
え
ら
れ
る
稲
童
一
五
号
墳
も
そ
の
一
連
の
中
に
位
置
づ
け
ら

れ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
稲
童
地
区
の
古
墳
群
は
全
長
六
八
㍍
の
帆
立
貝

式
前
方
後
円
墳
で
あ
る
石
並
古
墳
を
盟
主
と
す
る
（
図
２
―
１１１
）。
こ
の
古

墳
は
時
期
を
特
定
す
る
遺
物
が
公
表
さ
れ
て
い
な
い
が
、
頂
部
が
陥
没
す

る
こ
と
か
ら
竪
穴
系
あ
る
い
は
初
期
の
横
穴
系
の
埋
葬
部
と
推
測
さ
れ
、

五
世
紀
後
半
以
前
に
築
造
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
先
の
甲
冑
を
出
土

し
た
古
墳
の
被
葬
者
た
ち
を
指
揮
し
た
有
力
首
長
の
墳
墓
で
あ
ろ
う
。

四
〜
五
世
紀
代
の
京
築
地
域
の
豪
族
の
半
島
で
の
行
動
は
豊
津
町
居
屋

敷
窯
跡
の
発
見
で
も
裏
付
け
ら
れ
た
。
居
屋
敷
窯
跡
は
行
橋
バ
イ
パ
ス
建

設
に
伴
っ
て
発
見
・
調
査
さ
れ
た
遺
跡
で
、
祓
川
に
よ
っ
て
開
析
さ
れ
た

段
丘
法
面
に
、
六
世
紀
後
半
の
横
穴
墓
群
と
と
も
に
掘
り
込
ま
れ
て
い

た
。
窯
跡
は
前
面
を
破
壊
さ
れ
て
お
り
、
床
面
の
残
存
長
五
㍍
、
幅
は

一
・
二
㍍
ほ
ど
で
、
窯
尻
（
最
奥
部
）
は
隅
丸
長
方
形
に
近
く
な
る
。
そ

こ
か
ら
ほ
ぼ
垂
直
に
立
ち
上
が
っ
て
煙
道
部
に
つ
な
が
る
が
、
煙
出
し
付

近
は
破
壊
さ
れ
て
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
焼
成
に
失
敗
し
た
不
良
品
を
廃

棄
す
る
灰
原
は
す
で
に
失
わ
れ
て
い
た
が
、
窯
跡
内
で
完
形
の
須
恵
器

は
そ
う

�
（
壷
の
一
種
で
、
体
部
に
穴
を
あ
け
た
酒
器
）
や
大
型
甕
片
を
出
土
し

た
（
図
２
―
１１２
）。
�
は
口
径
九
・
四
�
、
器
高
一
四
・
一
�
を
測
る
。

体
部
が
球
形
に
近
く
、
口
頸
部
が
細
く
短
い
点
に
特
徴
を
持
つ
。
大
型
甕

図２―１１１ 行橋市石並古墳
（小田冨士雄「福岡県石並前方後円墳」『九州考古学
研究』１９７９より）
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0 10cm

0 20cm

は
頸
部
が
直
立
し
て
口
縁
部
付
近
が
強
く
外
反
し
、
口
頸
部
に
装
飾
は
見

ら
れ
な
い
。
体
部
片
で
は
肩
部
に
円
形
ス
タ
ン
プ
文
を
も
つ
も
の
が
あ

り
、
調
整
は
外
面
を
平
行
叩
き
あ
る
い
は
細
か
い
斜
格
子
叩
き
で
、
内
面

は
撫
で
て
仕
上
げ
る
。
大
型
甕
は
い
ず
れ
も
土
師
質
・
軟
質
に
焼
か
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
大
型
品
の
焼
成
に
失
敗
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。
ま
た
、
�
は
焼
成
堅
緻
で
あ
る
が
、
頸
部
内
面
に
窯
土
が
付
着
し
て

い
て
実
際
に
使
用
さ
れ
た
も
の
か
疑
問
で
あ
る
。
窯
内
か
ら
須
恵
質
に
焼

か
れ
た
遺
存
品
が
ま
っ
た
く
な
い
こ
と
か
ら
み
て
も
、
こ
の
�
は
大
型
甕

の
焼
成
に
失
敗
し
た
後
、
窯
を
放
棄
す
る
際
の
マ
ツ
リ
に
使
用
さ
れ
た
も

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
（
福
岡
県
教
委
「
居
屋
敷
遺
跡
」『
椎
田
道

路
関
係
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
』
第
六
集
、
一
九
九
六
）。

こ
の
窯
跡
を
造
っ
た
工
人
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
朝
鮮
半
島
か
ら
渡
っ

て
き
た
は
ず
で
、
そ
の
故
地
は
ま
だ
明
ら
か
に
で
き
な
い
が
、
新
し
い
技

術
を
導
入
し
た
主
役
は
石
並
古
墳
の
被
葬
者
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

両
者
の
距
離
は
四
�
を
隔
て
る
が
、
居
屋
敷
遺
跡
に
最
も
近
い
有
力
首
長

墓
で
あ
る
。
石
並
古
墳
が
帆
立
貝
式
と
い
う
形
制
を
と
る
こ
と
も
、
こ
の

被
装
者
が
ヤ
マ
ト
政
権
の
強
い
影
響
下
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
を
暗
示
し

て
い
る
。
更
に
、
石
並
古
墳
周
辺
は
可
耕
地
に
乏
し
い
こ
と
か
ら
、
在
地

性
の
乏
し
い
勢
力
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、
同
じ
よ
う
に
個
性
的
な
須
恵
器
窯
が
筑
前
町
（
旧
夜
須
町
・
三

輪
町
）（
小
隈
・
八
並
・
山
隈
窯
跡
）、
筑
紫
野
市
（
隈
・
西
小
田
窯
跡
）
で

発
見
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
筑
前
町
の
窯
跡
で
焼
か
れ
た
製
品
は
甘
木
市

図２―１１２ 豊津町居屋敷遺跡出土須恵器
（報告書より）

第２編 先史・原始

258



0 40m 屍床

石障

古
寺
・
池
の
上
古
墳
墓
群
な
ど
で
多
く
出
土
す
る
と
と
も
に
、
比
較
的
広

い
地
域
で
出
土
し
、
一
定
程
度
の
流
通
が
な
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
は
甘

木
市
堤
に
あ
る
堤
当
正
寺
古
墳
（
前
方
後
円
墳
、
七
〇
㍍
）
や
同
小
田
茶

臼
塚
古
墳
（
前
方
後
円
墳
、
五
四
㍍
）
、
筑
前
町
小
隈
古
墳
（
前
方
後
円
墳
、

四
四
㍍
）
な
ど
が
直
接
の
原
因
と
な
ろ
う
。
堤
当
正
寺
古
墳
で
は
前
方
部

に
造
ら
れ
た
竪
穴
式
石
室
か
ら
甲
冑
な
ど
が
、
小
田
茶
臼
塚
古
墳
で
は
初

期
の
横
穴
式
石
室
か
ら
や
は
り
甲
冑
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
（
吉
武
孝

礼
・
松
尾
宏
「
北
部
九
州
に
お
け
る
渡
来
文
化
の
様
相
」『
第
四
六
回
埋
蔵
文

化
財
研
究
集
会

渡
来
文
化
の
受
容
と
展
開
』
一
九
九
九
）。

御
所
山
古
墳

と
番
塚
古
墳

苅
田
町
御
所
山
古
墳
は
水
を
た
た
え
た
周
濠
を
も
つ
九

州
で
数
少
な
い
古
墳
と
し
て
著
名
で
あ
る
が
、
そ
の
規

模
も
全
長
一
一
八
㍍
、
周
濠
を
含
め
た
規
模
は
現
状
で
一
四
〇
㍍
を
測
る

九
州
屈
指
の
古
墳
で
あ
る
。
後
円
部
の
白
庭
神
社
社
殿
の
下
に
横
穴
式
石

室
が
所
在
し
、
現
在
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
明
治
二
十
年
に
作
成

さ
れ
た
記
録
と
絵
図
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
石
室
は
前
方

部
に
向
か
っ
て
開
口
す
る
初
期
の
板
石
積
横
穴
式
石
室
で
、
長
さ
四
・
七

㍍
、
幅
三
㍍
の
長
方
形
と
な
り
、
高
さ
が
三
㍍
を
測
る
大
型
石
室
で
あ

し

し
ょ
う

る
。
石
室
奥
壁
に
沿
っ
て
二
つ
の
屍
床
（
埋
葬
部
）
が
置
か
れ
、
そ
れ

も
含
め
て
石
室
の
四
周
に
一
九
枚
の
板
石
（
石
障
）
が
立
て
ら
れ
る
と

い
っ
た
特
徴
を
も
つ
。
銅
鏡
一
枚
や
玉
類
・
甲
冑
・
馬
具
な
ど
が
出
土
す

る
が
、
盗
掘
の
た
め
か
内
容
は
突
出
し
た
も
の
で
は
な
い
。
石
障
は
肥
後

地
域
の
特
色
で
、
石
室
形
態
や
埴
輪
か
ら
五
世
紀
中
ご
ろ
か
ら
後
半
に
造

図２―１１３ 苅田町御所山古墳の墳丘と石室スケッチ
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ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
（
苅
田
町
教
委
『
史
跡
御
所
山
古
墳
保
存
管
理
計
画

策
定
報
告
書
』
一
九
七
六
）。

こ
れ
に
後
続
す
る
の
が
そ
の
北
五
〇
〇
㍍
に
位
置
す
る
番
塚
古
墳
で
あ

る
。
昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）、
土
取
中
に
未
盗
掘
の
石
室
が
発
見

さ
れ
て
九
州
大
学
に
よ
る
調
査
が
な
さ
れ
、
そ
の
詳
細
は
平
成
五
年
に

「
番
塚
古
墳
」（『
苅
田
町
文
化
財
調
査
報
告
書
』
第
二
〇
集
）
と
し
て
刊
行

さ
れ
た
。
埋
葬
部
は
長
さ
三
・
六
五
㍍
、
幅
一
・
五
〜
一
・
九
六
㍍
の
羽

子
板
の
よ
う
な
平
面
形
態
と
な
り
、
高
さ
が
一
・
六
〜
一
・
九
㍍
を
測
る

比
較
的
古
式
の
横
穴
式
石
室
で
あ
っ
た
。
石
室
を
構
成
す
る
石
材
は
御
所

山
古
墳
の
そ
れ
に
比
べ
て
大
き
い
も
の
を
使
用
し
て
い
る
。
未
盗
掘
の
石

室
か
ら
舶
載
神
人
歌
舞
画
像
鏡
一
枚
、
各
種
玉
類
、
太
刀
・
矛
・
鉄
鏃
な

こ

ろ
く

ど
の
武
器
、
挂
甲
一
領
、
胡
�
と
い
う
弓
盛
具
、
馬
具
や
飾
り
金
具
と

か
す
が
い

せ
ん
じ
ょ

い
っ
た
金
銅
製
品
、
木
棺
に
使
用
さ
れ
た
釘
・

鎹
や
蟾
蜍
（
ヒ
キ
ガ
エ

ル
）
形
飾
り
金
具
や
土
器
な
ど
の
豊
富
な
副
葬
品
が
出
土
し
た
。
五
世
紀

末
か
ら
六
世
紀
初
め
に
造
ら
れ
た
番
塚
古
墳
は
、
現
在
は
墳
丘
が
失
わ
れ

て
い
る
も
の
の
、
全
長
五
〇
㍍
ほ
ど
の
前
方
後
円
墳
で
あ
っ
た
と
復
元
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
豊
か
な
か
つ
質
の
高
い
副
葬
遺
物
は
、
倭
の
五
王
の
時

代
に
対
外
交
渉
に
参
画
し
た
有
力
な
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。
そ
し

て
、
番
塚
古
墳
以
前
の
こ
の
地
域
の
前
方
後
円
墳
は
い
ず
れ
も
海
岸
部
に

面
し
て
造
ら
れ
て
い
て
、
周
防
灘
を
往
来
し
た
人
々
に
対
し
て
勢
力
を
示

威
し
た
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

こ
の
二
古
墳
に
行
橋
市
石
並
古
墳
を
加
え
た
三
基
が
五
世
紀
代
の
豊
前

図２―１１４ 首長墓（番塚古墳）と群集墓（松山５号墳）の主体部の違い（縮尺同一）
（苅田町教委「苅田町の文化遺産」『苅田町文化財調査報告書』第３４集、２０００より）
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0 100km

北
部
の
首
長
墳
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
造
っ
た
集
団
は
、
ヤ
マ
ト
政
権
に

と
っ
て
九
州
の
門
戸
と
い
う
地
政
学
的
位
置
の
た
め
に
重
視
さ
れ
た
豪
族

で
あ
っ
た
。
御
所
山
古
墳
の
被
葬
者
は
主
体
部
構
造
か
ら
み
て
九
州
内
陸

部
の
勢
力
を
後
ろ
盾
に
地
域
の
盟
主
権
を
握
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し

か
し
、
両
く
び
れ
部
に
造
出
し
を
付
す
な
ど
ヤ
マ
ト
政
権
中
枢
部
と
同
じ

墳
丘
形
態
を
と
り
、
中
央
政
権
か
ら
孤
立
し
た
も
の
で
は
決
し
て
な
い
。

五
世
紀
代
の
小
古
墳
は
苅
田
町
松
山
古
墳
群
・
百
合
ケ
丘
古
墳
群
・
猪

熊
古
墳
群
・
岩
屋
古
墳
群
や
行
橋
市
稲
童
古
墳
群
・
穴
田
古
墳
群
、
犀
川

町
三
ツ
塚
古
墳
群
・
古
川
古
墳
群
、
勝
山
町
上
久
保
古
墳
群
が
発
掘
調
査

さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
単
独
で
位
置
す
る
こ
と
は
な
く
一
〇
基
前
後
が
群
集

し
、
ま
た
、
六
世
紀
前
半
ご
ろ
ま
で
継
続
す
る
よ
う
で
あ
る
。
苅
田
町
・

行
橋
市
の
古
墳
群
は
い
ず
れ
も
海
岸
部
に
近
接
し
、
大
型
古
墳
と
同
様
の

立
地
を
と
る
。
そ
し
て
、
勝
山
町
や
犀
川
町
の
内
陸
部
に
も
古
墳
の
分
布

が
広
ま
っ
た
。
こ
の
時
期
の
古
墳
は
木
棺
直
葬
（
木
棺
を
直
接
埋
納
す
る

も
の
）・
小
型
竪
穴
式
石
室
な
ど
の
竪
穴
系
の
主
体
部
、
竪
穴
系
横
口
式

石
室
な
ど
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
が
あ
る
が
、
お
お
む
ね
こ
の
順
序
で
変
化
し
て

い
く
。
五
世
紀
後
半
代
の
須
恵
器
を
出
土
す
る
古
墳
は
ほ
ぼ
竪
穴
系
横
口

式
石
室
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。

石
人
・
石
馬

筑
・
豊
・
火
を
勢
力
下
に
お
い
た
と
さ
れ
る
磐
井
の
勢

威
は
実
際
に
考
古
学
的
に
論
証
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
早
く
昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）
に
森
貞
次
郎
は
、
岩
戸
山
古
墳

せ
き
じ
ん
ざ
ん

を
一
、
二
世
代
遡
る
と
考
え
ら
れ
る
筑
後
市
石
人
山
古
墳
の
諸
要
素
を
検

討
し
て
、
こ
れ
を
北
部
九
州
と
中
部
九
州
を
含
め
た
地
域
に
み
ら
れ
る
土

着
性
の
強
い
複
合
文
化
の
中
心
に
位
置
す
る
古
墳
と
位
置
づ
け
た
。
そ
の

要
素
と
は
、
古
式
の
横
穴
式
石
室
、
横
口
式
家
形
石
棺
、
同
心
円
文
・
直

弧
文
の
彫
刻
（
石
棺
・
石
障
系
の
装
飾
古
墳
）、
そ
し
て
石
人
・
石
馬
で
あ

る
（「
古
墳
文
化
か
ら
み
た
磐
井
の
反
乱
」『
古
代
の
地
方
史
』
一
、
一
九
七

七
）。
そ
の
後
の
資
料
の
追
加
や
、
研
究
の
進
展
に
は
目
を
見
張
る
も
の

が
あ
る
が
、
大
局
的
に
森
の
視
点
は
現
在
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

最
近
で
は
石
製
表
飾
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
石
人
・
石
馬
は
、
熊
本

県
や
福
岡
県
南
部
を
中
心
と
す
る
地
域
で
用
い
ら
れ
た
。
形
象
埴
輪
と
共

通
す
る
題
材
を
、
加
工
の
容
易
な
阿
蘇
熔
結
凝
灰
岩
で
作
り
出
し
た
も
の

の
総
称
で
あ
る
。
出
土
す
る
古
墳
は
五
世
紀
初
頭
か
ら
六
世
紀
に
か
か
る

図２―１１５ 石製表飾・横口式家形石棺と阿蘇熔
結凝灰岩の分布（柳沢一男「九州古
墳文化の展開」『新版古代の日本』③
九州、１９９１より）
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地
域
の
代
表
的
な
古
墳
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
初
現
は
大
分
県
臼
塚
古
墳
の

立
体
的
に
造
ら
れ
た
短
甲
形
と
さ
れ
、
形
象
埴
輪
の
衰
退
と
と
も
に
六
世

紀
後
葉
に
は
消
え
て
い
く
。

石
人
・
石
馬
は
通
常
一
基
の
古
墳
に
一
な
い
し
数
点
が
使
用
さ
れ
る
よ

う
で
あ
る
が
、
筑
紫
君
磐
井
の
墓
と
い
わ
れ
て
い
る
福
岡
県
八
女
市
岩
戸

山
古
墳
で
は
数
多
く
の
遺
品
が
出
土
し
て
い
る
。
前
方
部
上
の
発
掘
調
査

で
は
円
筒
埴
輪
列
の
内
側
に
並
べ
ら
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
状
態
で
、

ゆ
き靱
一
・
扁
平
石
製
品
一
・
刀
形
四
点
が
出
土
し
た
。
ま
た
、
別
区
と
呼
ば

れ
る
造
出
状
の
部
分
か
ら
は
、
各
種
人
物
・
刀
・
刀
装
具
・
盾
・
靱
・
衣

笠
・
馬
・
鶏
・
水
鳥
・
壷
形
な
ど
の
各
種
が
採
集
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
あ
り
方
は
形
象
埴
輪
と
同
様
な
葬
送
儀
礼
に
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を

推
測
さ
せ
る
。
石
人
・
石
馬
を
出
土
す
る
古
墳
に
は
通
常
の
埴
輪
も
使
用

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
特
に
石
製
品
を
古
墳
に
樹
立
す
る
と
い
う
行
為

を
共
有
す
る
こ
と
で
首
長
間
の
紐
帯
を
確
認
し
た
の
で
あ
ろ
う
（
柳
沢
一

男
「
石
製
表
飾
考
」『
東
ア
ジ
ア
の
考
古
と
歴
史
』
下
、
一
九
八
七
）。

装
飾
古
墳

装
飾
古
墳
と
い
え
ば
近
年
耳
目
を
集
め
て
い
る
奈
良
県

キ
ト
ラ
古
墳
や
高
松
塚
古
墳
を
想
像
す
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
こ
れ
ら
は
七
世
紀
末
か
ら
八
世
紀
前
半
に
造
ら
れ
た
壁
画
古
墳
と

い
う
べ
き
で
、
図
像
か
ら
見
て
も
明
ら
か
に
大
陸
文
化
の
影
響
を
受
け
た

も
の
で
あ
る
。
一
方
、
こ
れ
ら
と
は
別
に
、
そ
れ
以
前
か
ら
我
が
国
に
も

墓
室
を
飾
る
文
化
が
存
在
し
た
。
そ
の
装
飾
さ
れ
る
部
位
に
よ
っ
て
、
石

棺
系
・
石
障
系
・
壁
画
系
・
横
穴
系
に
分
類
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
（
小

林
行
雄
『
装
飾
古
墳
』
一
九
六
四
）。

四
世
紀
代
か
ら
五
世
紀
前
半
に
か
け
て
の
大
阪
府
安
福
寺
所
在
の
割
竹

あ
す

わ

や
ま

形
石
棺
や
福
井
県
足
羽
山
に
あ
る
舟
形
石
棺
の
一
部
に
直
弧
文
や
円
文
な

ど
を
線
刻
し
た
例
が
み
ら
れ
る
が
、
決
し
て
一
般
化
し
た
も
の
で
は
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
五
世
紀
前
半
な
い
し
中
ご
ろ
の
福
岡
県
広
川
町
石
人

山
古
墳
や
久
留
米
市
浦
山
古
墳
な
ど
の
横
口
式
家
形
石
棺
の
天
井
部
や
内

面
に
浮
き
彫
り
・
線
刻
さ
れ
た
直
弧
文
は
、
そ
の
後
、
横
穴
式
石
室
内
の

装
飾
や
区
画
な
ど
に
使
用
さ
れ
た
石
障
に
刻
ま
れ
る
こ
と
と
な
り
、
筑

後
・
肥
後
地
域
で
一
定
の
広
が
り
を
も
っ
た
。
五
世
紀
後
半
の
熊
本
県
井

寺
古
墳
で
は
線
刻
さ
れ
た
直
弧
文
・
円
文
を
赤
・
白
・
青
・
緑
で
彩
色

せ

ご
ん
こ
う

し
、
五
世
紀
末
と
さ
れ
る
同
県
千
金
甲
一
号
墳
で
は
直
弧
文
を
省
略
し
た

対
角
線
文
（
×
字
形
）
と
円
文
を
刻
ん
で
赤
・
青
・
黄
で
着
色
す
る
。
直

弧
文
は
緊
縛
の
様
を
抽
象
化
し
た
と
い
わ
れ
、
呪
術
的
な
意
味
が
考
え
ら

れ
て
い
る
。
円
文
は
鏡
を
表
現
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
両
者
と
も
に
死

者
の
魂
を
封
じ
込
め
、
邪
悪
な
も
の
か
ら
守
る
と
い
う
古
墳
時
代
前
期
以

来
の
葬
送
観
念
を
新
た
な
形
で
表
現
し
た
も
の
と
も
い
え
る
。

壁
画
系
と
は
横
穴
式
石
室
の
壁
画
そ
の
も
の
に
彩
色
あ
る
い
は
線
刻
で

幾
何
学
文
様
や
絵
画
を
描
い
た
も
の
で
、
先
の
彩
色
が
施
さ
れ
た
石
障
系

装
飾
古
墳
が
発
展
し
た
も
の
と
位
置
付
け
ら
れ
る
が
、
画
材
は
円
文
・
三

角
形
文
と
い
っ
た
抽
象
的
な
も
の
に
加
え
て
、
よ
り
具
体
的
な
人
物
・
動

物
や
弓
矢
・
靱
・
船
な
ど
の
器
物
を
表
現
す
る
も
の
が
現
れ
る
。
福
岡
県

ひ
の
お
か

う
き
は
市
日
岡
古
墳
は
こ
の
種
の
古
墳
の
嚆
矢
と
い
わ
れ
る
六
世
紀
前
半
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石棚 

石屋形 

図２―１１６ 装 飾 古 墳
（国立歴史民俗博物館編『装飾古墳の世界』１９９３より作成）
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の
前
方
後
円
墳
（
約
七
〇
㍍
）
で
、
横
穴
式
石
室
奥
壁
に
使
用
さ
れ
た
巨

石
に
大
型
の
同
心
円
文
、
そ
の
間
に
小
さ
な
蕨
手
文
を
置
き
、
巨
石
の
左

右
・
上
方
に
積
み
上
げ
ら
れ
た
割
石
に
も
連
続
三
角
文
や
同
心
円
文
・
蕨

手
文
、
左
右
両
側
壁
に
は
連
続
三
角
文
を
多
用
し
て
、
や
は
り
同
心
円

文
・
蕨
手
文
な
ど
の
抽
象
的
な
図
文
や
小
さ
な
靱
・
太
刀
・
魚
・
馬
・
船

な
ど
そ
れ
ま
で
み
ら
れ
な
か
っ
た
画
材
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
こ
の
日
岡

古
墳
の
位
置
す
る
筑
後
川
流
域
で
は
日
田
市
か
ら
久
留
米
市
に
か
け
て
四

三
基
の
装
飾
古
墳
が
確
認
さ
れ
て
い
る
と
い
い
、
す
で
に
破
壊
さ
れ
た
も

の
も
多
い
と
聞
く
。
首
長
墓
の
み
な
ら
ず
、
直
径
十
数
㍍
の
小
規
模
古
墳

に
も
装
飾
が
施
さ
れ
る
な
ど
異
彩
を
放
っ
て
い
る
。

福
岡
県
桂
川
町
王
塚
古
墳
は
装
飾
古
墳
の
白
眉
と
い
わ
れ
る
。
全
長
約

八
六
㍍
の
遠
賀
川
流
域
最
大
の
前
方
後
円
墳
で
、
全
長
六
・
五
㍍
の
複
室

構
造
の
横
穴
式
石
室
を
主
体
部
と
し
、
前
室
の
両
側
壁
を
除
い
た
全
面
に

赤
・
黄
・
緑
・
黒
・
白
の
五
色
で
彩
色
・
壁
画
が
施
さ
れ
て
い
る
。
三
角

形
文
・
蕨
手
文
・
双
脚
輪
状
文
・
楯
・
靱
・
弓
・
騎
馬
の
人
物
な
ど
の
幾

何
学
的
文
様
や
具
象
画
が
石
室
下
半
に
所
狭
し
と
描
か
れ
、
上
半
も
全
面

が
赤
色
に
塗
ら
れ
た
う
え
に
星
を
表
す
と
思
わ
れ
る
珠
文
を
散
ら
し
て
い

る
。
福
岡
県
若
宮
町
竹
原
古
墳
も
物
語
的
な
壁
画
や
大
陸
思
想
の
四
神
図

を
描
く
こ
と
で
著
名
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
点
的
に
所
在
す
る
装
飾
古
墳

で
、
筑
後
川
流
域
で
み
ら
れ
る
よ
う
な
継
続
的
な
、
重
層
的
な
構
造
は
み

ら
れ
ず
、
一
時
的
に
花
開
い
た
文
化
現
象
と
い
っ
て
も
よ
い
。

装
飾
古
墳
の
展
開
で
中
心
的
な
位
置
を
占
め
る
の
は
熊
本
県
か
ら
筑
後

川
流
域
に
い
た
る
地
域
で
、
石
屋
形
・
石
棚
と
い
っ
た
特
色
あ
る
石
室
構

造
と
と
も
に
、
死
者
を
守
る
彩
色
壁
画
の
発
信
地
で
あ
っ
た
。
な
お
、
壁

画
系
装
飾
古
墳
は
七
世
紀
に
は
鳥
取
県
梶
山
古
墳
や
茨
城
県
虎
塚
古
墳
な

ど
の
九
州
以
外
の
地
で
も
点
的
に
築
造
さ
れ
、
画
材
に
も
円
文
・
三
角
形

文
・
人
物
や
動
物
な
ど
共
通
点
が
多
い
が
、
そ
の
解
釈
に
つ
い
て
は
定
見

が
な
い
。

横
穴
系
は
横
穴
墓
の
内
側
や
外
壁
に
線
刻
・
彩
色
を
施
す
も
の
で
、
熊

本
・
福
岡
県
下
の
み
な
ら
ず
、
関
東
・
東
北
地
方
の
太
平
洋
側
で
非
常
に

顕
著
と
な
る
。
こ
れ
も
そ
の
理
由
に
つ
い
て
有
力
な
説
は
な
い
。

主
と
し
て
六
〜
七
世
紀
代
に
日
本
列
島
の
西
と
東
で
盛
行
し
た
古
墳
に

装
飾
を
施
す
風
習
が
、
古
墳
文
化
を
常
に
主
導
し
た
畿
内
地
方
で
ほ
と
ん

ど
み
ら
れ
な
い
こ
と
は
非
常
に
奇
異
な
こ
と
で
あ
る
。
時
の
政
権
に
対
し

て
異
を
唱
え
切
れ
な
い
僻
遠
の
勢
力
が
、
反
中
央
の
姿
勢
を
第
三
者
に
悟

ら
れ
な
い
領
域
で
示
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
『
装

飾
古
墳
の
世
界
』
一
九
九
三
）。
具
象
的
な
文
様
が
成
立
す
る
日
岡
古
墳
は

ほ
ぼ
筑
紫
君
磐
井
の
乱
の
時
期
に
造
ら
れ
た
古
墳
で
あ
る
。

石
製
表
飾
に
し
て
も
装
飾
古
墳
に
し
て
も
、
筑
後
か
ら
肥
に
か
け
て
集

中
す
る
文
化
現
象
で
、
豊
後
に
散
在
す
る
と
は
い
え
、
豊
へ
の
影
響
は
大

き
く
な
い
。
磐
井
と
豊
と
の
密
接
な
関
係
は
未
だ
証
明
さ
れ
て
い
な
い
と

い
え
る
。
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